








部屋の見通しと手元の集中、両方を確保する【  腰壁  】

手元は隠しつつ周りの様子が見えるため、
子どもを見守りながら仕事ができます。 

ちょうど座った時の目線の高さとなるため、
視線が交わりにくく、作業に集中しやすくなります。 










